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研究目的
　自宅にある日用品の購入日や価格、消費日数などを把握することで、前回の購入価格との比較や無くなる前に購入することが出来るようになり、無駄な物を買うことが減ることで効率的な買い物をすることを目的とする。

期待される効果
・前回の購入価格と比較をすることで、高い価格で購入することを防ぐ。

・日用品が無くなる前に、購入しておくことが出来る。

・無駄な買いすぎを防げる。

・近くに住んでいる人同士の情報を共有することで、安いお店を知ることができる。

研究概要
　一人暮らしだと、なかなか日用品を把握することが出来ず、必要な時に無くなっていることや無駄に買いすぎてしまうことが多い。本研究では、使いたい時に自宅に無いといったことをなくし、無駄な買い物を減らすことを目指す。

　現在、日用品を把握するには、メモをするか頭で覚えていることが多い。そのため、情報が曖昧になってしまいがちだ。iPhoneやスマートフォンでは、家計簿の中に商品名と価格を記録できるアプリケーションやツイッターなどにつぶやくような形で商品名と価格の情報を残しておくことが可能だ。しかし、自分で商品名と価格を入力しなければならずめんどうと思う人も多い。それらのアプリケーションは、今までの携帯電話には対応していないため、普通の携帯電話でも簡単に日用品の購入情報を管理できるアプリケーションが求められている。

日用品は頻繁に購入するため、面倒と感じさせない入力方法などの工夫が重要になる。そこで、商品についているバーコードを携帯電話などの端末で読み取るなどして個数などの情報の登録が行えるようにする。登録した情報から、その商品を使い切るまでの期間を予測し、無くなる頃にメールなどで知らせる。商品の価格情報は、次に同じ商品を購入するさいに参考にできる。価格や購入店などの情報は、近くに住んでいる人と共有できるようにすることも検討する。共有することで、安いお店を知ることができるようになる。商品ごとに安いお店のランキングを表示し、お得な情報をコメントとして公開できるようにする。

　本研究では、主に一人暮らしの実際の日常生活実態の調査から、日用品の保有、消費、購入の状況を分析して、管理すべき情報と、以上のような必要機能を検討し、Webやアプリケーションによる実現を目指す。
